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明
治
三
十
二
年

月

日
一
・
八

校
友
会
機
関
誌
『
校
友
会
雑
誌
』
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
よ

り
、
明
治
三
十
二
年
よ
り
大
正
八
年
ま
で
の
主
な
活
動
事
項
を
記
す
。

校
友
会
倶
楽
部
で
総
会
開
催
。
規
則
改
正
、
久
保
田
鼎
校
長
心
得

の
会
長
就
任
式
、
黒
川
真
頼
の
美
術
に
関
す
る
講
話
等
が
行
わ
れ
る
。
規

則
改
正
の
要
点
は、

卒
業
生
を
本
会
員
か
ら
除
外
し
て
特
別
会
員
と
し
た

こ
と
、
鑑
定
や
依
嘱
製
作
、
出
版
等
営
利
が
か
ら
む
事
業
を
廃
止
し
た
こ

と
、
毎
年
一
月
開
催
の
大
会
（
総
会
と
展
覧
会
）
を
改
め
、
総
会
は
一
月
、

展
覧
会
は
四
月
開
催
と
し
た
こ
と
等
で
あ
る
。
な
お
、
議

事

終

了

後
、

「
一
同
茶
菓
を
喫
し
快
談
の
後
ち
散
会
せ
り
」
（
『
校
友
会
雑
誌
』
第
一
号
）

と
あ
り
、
岡
倉
校
長
（
会
長
）
時
代
に
は
こ
う
し
た
折
り
に
は
恒
例
と
な

っ

て
い
た
大
杯
の
回
し
飲
み
も
廃
止
さ
れ
た
様
子
で
あ
る
。

0
.
0

委
員
（
任
期
一
年
）
改
選
。
職
員
部
委
員
は
川
端
玉
章

・
長
沼
守
敬

•

海
野
子
之
吉
・

金
井
清
吉
・

白
井
保
次
郎
•

島
田
友
春

・

杉
浦
瀧
次
郎

・

向
井
繁
太
郎
・

林
美
雲
•

藤
島
武
ニ
・

小
坂
力
松
•

本
多
佑
輔

・

長
原

孝
太
郎

・
大
村
西
崖

・
野
田
義
守

・
高
田
松
男
。
生
徒
部
委
員
は
笹
島
秀

弥
・

足
立
啓
•

前
波
覚
次
郎
・

三
浦
自
也
•

松
里
政
登
・

結
城
貞
松
・

窪

田
喜
作

・
石
田
常
福

・
大
八
木
一
郎

・
佐
藤
健
四
郎

・
青
木
外
吉

・
石
井

徳
千
代
•

海
野
銀
三
郎
・

曽
根
鋭
・

津
田
信
夫
・

小
岩
峻
。
職
員
部
常
務

委
員
は
大
村
西
崖
•

島
田
友
春
・

高
田
松
男
。
生
徒
部
常
務
委
員
は
大
八

木

一
郎

・
前
波
覚
次
郎

・
松
里
政
登
゜

九

・
ニ
七
生
徒
部
補
欠
委
員
選
挙
。
山
下
甚
太
郎

・
高
村
光
太
郎

・
堀
川

鼎
•

黒
川
広
吉
当
選
。

九

・
ニ
八
委
員
会
開
催
。
常
務
委
員
松
里
政
登
に
代
り
津
田
信
夫
補
欠
当

選
。
修
学
旅
行
に
つ
ぎ
協
議
。

1
0
・
ニ
委
員
会
開
催
。
修
学
旅
行
に
つ
い
て
協
議
。
天
草
友
雄

・
田
中

後
治

・
前
波
覚
次
郎

・
青
木
外
吉
ら
先
発
委
員
と
な
る
。

1
0
・
九

修
学
旅
行
。
箱
根
一
泊
。
川
端
玉
章

・
長
沼
守
敬

・
高
村
光
雲

•

石
川
光
明
・
天
草
友
雄
・

羽
田
禎
之
進

•

田
中
後
治
•

本
多
佑
輔

・

沼

田
勇
次
郎

・

向
井
繁
太
郎
•

平
田
惣
之
助
・

溝
口
禎
二
郎

・

斎
藤
一
男
ほ

か
百
六
十
余
名
参
加
。
羽
田
が
指
揮
を
と
る
。

1
0
・
一
九
神
田
多
賀
羅
亭
で
修
学
旅
行
尽
力
者
慰
労
会
。

委
員
会
開
催
。
天
長
節
遥
賀
式
に
つ
い
て
協
議
。

校
友
会
倶
楽
部
で
天
長
節
遥
賀
式
挙
行
。
大
村
西
崖
指
揮
を
と

―
―
•

三゜
る

――

・
ニ
0

委
員
会
開
催
。
柔
道
部
を
校
友
会
遊
戯
会
の

一
っ

と
す
る
。

――

・
ニ
五
校
友
会
倶
楽
部
で
柔
道
部
大
会
開
催
（
『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
号

記
事
参
照
）
。
師
範
足
立
厚
実
。

『
校
友
会
雑
誌
』
創
刊
。

―
一
・
ニ
九

明
治
三
十
三
年

一
・
八
大
会
開
催
。
本
年
展
覧
会
見
合
せ
の
件
、
委
員
の
会
費
免
除
、
職

員
部
委
員
を
五
名
に
削
減
等
決
定
。
委
員
改
選
。
井
上
良
介

・
志
和
舜
了

・

足
立
啓
・

山
辺
知
臣
・

三
浦
自
也
•

平
子
尚
•

吉
田
六
郎
・

佐
藤
健
四

郎
・

石
川
成
録
・

青
木
外
吉
・

細
谷
三
郎
・

滑
川
兼
彦

・

曽
根
鋭
•

新
免

教
太
郎
・

小
岩
峻
・

高
田
松
男

•

島
田
友
春
・

大
村
西
崖
・

野
田
義
守
・

羽
田
禎
之
進
ら
当
選
。
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八
月 月•

一
定。

委
員
会
開
催
。
生
徒
部
常
務
委
員
に
山
辺
知
臣

・
青
木
外
吉

・
三

浦
自
也
を
選
出
。
雑
誌
編
輯
員
に
平
子
尚
と
大
村
西
崖
（
五
月
十
二
日
辞

退
）
を
選
出
。

ニ

・
一
四
三
浦
自
也
に
代
り
中
田
清
委
員
と
な
り
、
常
務
委
員
に
新
免
教

太
郎
を
選
出
。

講
話
会
開
催
。

委
員
会
開
催
。
講
話
会
を
毎
月
第
二
土
曜
日
に
開
く
こ
と
を
決

一
五
予
算
会
議
開
催
。
運
動
会
を
春
、
秋
各
一
回
開
催
と
決
定
。

三

・
ニ
六
委
員
会
開
催
。
運
動
会
に
つ
ぎ
協
議
。

四

・
五
春
季
運
動
会
の
先
発
と
し
て
沼
田
勇
次
郎

・
細
谷
三
郎

・
山
辺
知

臣

・
屋
代
欽
三
ら
伊
香
保
、
榛
名
へ
出
発
（
『
校
友
会
雑
誌
』
第
三
号
に
屋
代

の
紀
行
文
あ
り
）
。

四

・
七
よ
り
三
日
間
、
春
季
運
動
会
開
催
。
百
二
十
七
名
参
加
。

四

・
―
-
0
神
田
多
賀
羅
亭
で
運
動
会
委
員
の
慰
労
会
開
催
。

五

．
―

二

大

村
西
崖
委
員
を
辞
任
。

柔
道
部
大
会
開
催
。
本
田
幸
之
助
（
種
竹
）
の
遊
清
見
聞
談
講
演
あ

＇ ノ‘
り ・
0 -

『
読
売
新
聞
』
（
八

・
一
六
）
に
校
友
会
が
著
名
美
術
家
の
墳
墓
お
よ

び
事
跡
の
調
査
を
平
子
尚
（
鐸
嶺
）
に
嘱
托
し
、
掃
苔
会
と
気
脈
を
通
じ
て

そ
の
大
成
を
計
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
校

友
会
雑
誌
』
第
三
、
四
号
所
載
鐸
嶺
著
「
東
京
芸
術
家
墓
磁
所
在
地
一

覧
」
は
調
査
報
告
と
思
わ
れ
る
。

10
・
一
八
よ
り
三
日
間
、
秋
季
運
動
会
と
し
て
伊
豆
修
善
寺
へ
遠
足
。

一
・
九

本
年
中
、
金
井
清
吉
死
去
（
三

・
三
0
)
に
つ
き
生
花
一
対
贈
呈
。
比
留
間
一

郎
死
去
(
-

.
-）
、
斎
藤
新
助
死
去
（
三
・
五
）
に
つ
き
香
莫
各
五
円
贈
呈
。

明
治
―
―
―
十
四
年

一
・
八
大
会
開
催
。
教
職
員
部
委
員
を
八
名
に
改
め
る
。

―
·

一
六
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
野

田
義
守

•

河
辺
正
夫
・

近
藤
延

太
郎
・

白
井
保
次
郎
・

羽
田
禎
之
進
・

高
村
光
雲

・

屋
代
鉄
三
•

藤
島
武

ニ
。
生
徒
部
委
員
は
有
友
助
次

•

松
岡
輝
夫

・

中
島
重
丸
・

足
立
啓

・

有

馬
龍
秀

•

森
田
洪
•

石
川
確
治

•

本
保
義
太
郎

・

平
子
湖

・

谷
斉
一
•

水

谷
鉄
也

・

滑
川
兼
彦
・

柚
木
房
吉
•

松
原
友
丸
・

岩
瀬
多
磨
゜

〔
一
の
誤
か
〕

四

・
一
九

委
員
会
開
催
。

職
員
部
常
務
委
員
に
野
田
義
守

・
白
井
保
次
郎

・

屋
代
鉄
三
を

、

生
徒
部
常
務
委
員
に
平
子
尚

•

本
保
義
太
郎
・

水
谷
鉄

也
を
選
出
。
体
育
部
中
に
撃
剣
部
、
庭
球
部
を
、
文
学
部
中
に
歌
の
会
、

考
古
会
を
置
く
こ
と
、
平
子
尚
を
雑
誌
編
輯
員
と
す
る
こ
と
、
校
友
会
よ

り
月
島
丸
遭
難
者
遣
族
へ
義
捐
金
を
贈
る
こ
と
等
を
決
定
。

講
話
会
開
催
。
瀧
精
一

ニ

・
一

六

「

文

武

に

つ

い
て
の
所
感

を
の
ぶ
」

（
『
校
友
会
雑
誌
』
第
五
号
に
筆
記
掲
載
）
、

海
野
美
盛
「
仏
国
大
博
究
会
見
聞

談
」
（
同
）
、
本
田
種
竹
（
ニ

・
一
八
『
読
売
新
聞
』
に
演
題
は
「
清
国
漫
遊
談
」

と
あ
る
）
。

三

・
九

講
話
会
開
催
。
島
村
瀧
太
郎
（
抱
月
）
「
写
真
趣
味
と
日
本
の
文

芸
」
（
『校
友
会
雑
誌
』
第
五
号
に
筆
記
掲
載
）
、

井
上
哲
次
郎
（
演
題
未
詳
）
。

四

・
六
委
員
会
開
催
。
運
動
会
に
つ
き
協
議
。

講
話
会
開
催
。
上
田
敏
（
洞
題
未
詳
）
、
大
塚
保
治
「
裸
体
と
美
術
」

五
•

四
（
『
帝
国
文
学
』
第
七
巻
第
十
一
号
附
録
、
『
日
本
美
術
』
第
三
十
六
、
三
十
七
号
に
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九

・
三
〇

わ
り
、
正
木
直
彦
が
校
友
会
会
長
と
な
る
。

1
0
・
 1
0よ
り
四
日
間
、
会
員
百
余
名
山
梨
県
猿
橋
地
方
へ
修
学
旅
行
。

大
会
開
催
。
久
保
田
鼎
を
名
誉
会
員
に
推
薦
。

1
0
・
―
二

1
0
・
ニ
ニ

久保田鼎，正木直彦送迎会記念

（
八
月
十
八
日
に
同
窓
会
（
（
在

京
卒
業
生
有
志
か
。
）
）
主
催
の

久
保
田
鼎

・
正
木
直
彦
送
迎

会
が
校
内
で
開
催
さ
れ
、
正

木
が
欧
米
視
察
談
お
よ
び
教

育
方
針
に
関
す
る
所
信
の
演

説
を
行
い
、

一
同
写
真
撮
影

を
し
た
と
い
う
記
事
が
同
月

二
十
日
付
『
読
売
新
聞
』
に

載
っ
て
い
る
）
。久

保
田
鼎
に
代

委
員
改
選
。
職
員
部
当
選
者
は
野
田
義
守

・
桜
岡
三
四
郎

・

羽
田
禎
之
進
•

海
野
子
之
吉
・

下
村
睛
三
郎
・

黒
岩
倉
吉
・

屋
代
鉄
三
・

辻
村
延
太
郎
。
生
徒
部
当
選
者
は
田
中
新
一

・
有
安
助
ニ

・
渡
辺
忠
三
郎

•

永
倉
茂
・

足
立
啓
・

山
下
新
太
郎
•

吉
田

六
郎
・

大
八
木
一
郎
・

森
田

洪
•

宮
原
常
二
郎
・

水
谷
鉄
也
・
野
村
陸
雄
・

伊
藤
龍
吉
・

岩
瀧
多
磨
゜

次
郎
死
去
（
五

・
三
）
に
つ

き
香
奨
各
五
円
贈
呈
。

本
年
中
、
山
田
鬼
斎
死

去
（
ニ

・
ニ
0)、
杉
浦
瀧

筆
記
掲
載
）
。

1
0
・
ニ
六
常
務
委
員
互
選
。
職
員
部
当
選
者
は
羽
田
禎
之
進

・
野
田
義

守
•

海
野
子
之
吉
。
生
徒
部
当
選
者
は
水
谷
鉄
也

・

足
立
啓

・

岩
瀧
多

磨゚: 
講
話
会
開
催
。
工
学
博
士
高
松
豊
吉
「
色
素
及
其
応
用
」
。

本
年
中
卒
業
生
蒔
田
実
死
去
に
つ
ぎ
弔
詞
を
贈
る
。

明
治
三
十
五
年

ニ

・
ニ
五
体
育
部
中
に
弓
術
部
を
新
設
。

ニ

・
六

柔

道

部

、
撃
剣
部
の
寒
稽
古
皆
勤
者
八
人
に
賞
牌
を
贈
る
。
柔
道

部
は
沢
田
誠
一
郎

・
薄
拙
太
郎

・
森
田
静
也

．
勝
尾
準
太
郎
。
撃
剣
部
は

松
石
渉

・
小
林
源
吾

・
後
藤
茂
啓

・
渡
辺
拾
゜

三

・
一
九
委
員
会
開
催
。
会
長
の
指
名
に
よ
り
久
米
桂
一
郎

・
岩
村
透

．

海
野
子
之
吉
•

黒
岩
倉
吉
・

永
倉
茂
•

吉
田
六
郎
・

屋
代
欽
三
に
本
会
雑

誌
編
輯
員
を
、
屋
代
欽
三
に
編
輯
掛
を
依
嘱
゜

四
・

七
よ
り
四
日
間
、
本
会
員
百
有
余
名
千
葉
県
北
條
よ
り
鴨
川
・

勝
浦
ヘ

修
学
旅
行
。

六

．
―
-
山
名
貫
義
卒
去
に
つ
き
生
花
一
対
を
贈
呈
し
、
葬
俵
場
に
て
総

代
白
浜
徴
が
弔
詞
を
朗
読
゜

六

・
一
三
昨
年
の
講
話
会
講
演
者
井
上
哲
次
郎

・
大
塚
保
治

・
上
田
敏
に

鋳
金
花
瓶
贈
呈
。

六

・
ニ
―
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
創
刊
。

六

・
ニ
―
―
―
校
友
会
倶
楽
部
で
科
外
講
義
開
催
。
大
塚
保
治
「
京
都
画
家
対

東
京
画
家
」
（
同
月
の
『
読
売
新
聞
』
『
中
央
新
聞
』
等
に
筆
記
が
連
載
さ
れ
た
）
。

1
0
•

三
一

委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は

0
野
田
義
守

・
白
浜
徴

・
屋
代
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四
•

1
0

四

・
七

弓
術
部
道
場
を
改
造
拡
大
。

弓
術
師
範
本
多
利
実
へ
海
野
美
盛
作
の
同
氏
像
を
贈
呈
。

委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
0
高
田
松
男
•

O
島
田
佳
突

．

o

五

．
―
二
よ
り
一
＝
日
間
、
会
員
一
同
鎌
倉
、
江
ノ
島
へ
修
学
旅
行
。

明
治
三
十
六
年

三

・
三

〇

弓

術
部
幹
事
長
海
野
美
盛
渡
仏
に
つ
き
後
任
を
高
村
光
雲
に
嘱

託。

月

紋
三
·

O
羽
田
禎
之
進
•

島
田
佳
突
・

津
田
信
夫
・

黒
岩
倉
吉
．

0
千
頭

庸
哉
。
生
徒
部
委
員
は
後
藤
経
一
・

後
藤
茂
啓
・

有
安
助
―

-•
O
渡
辺
忠

三
郎

・
永
倉
茂

・
大
槻
弐
雄

・O
谷
斉
一

・
小
林
鐘
吉

・
竹
内
定
吉

・
遠

藤
忠
雄

・O
沢
田
誠
一

郎

・
玉
川
健
太
郎

・
小
林
正
次
郎

・
堀
井
政
吉
。

(0
印
常
務
委
員
）

―
-

．
一
八

月
報
編
集
委
員
お
よ
び
主
任
改
嘱
。
編
輯
委
員
は
久
米
桂
一

郎
・

岩
村
透
•

岡
田
秀
•

黒
岩
倉
吉
・

永
倉
茂

・

西
村
喜
三
郎
・

石
島
文

太
郎

・
谷
斉
一
。
編
輯
主
任
は
屋
代
欽
三
。

―一

・
ニ
九
校
友
会
主
催
第
一
回
陸
上
運
動
会
開
催
。
徒
競
争
そ
の
他
各

種
競
争
の
ほ
か
、
日
本
画
二
年
生
の
時
代
行
列
、
各
科
意
匠
に
成
る
窓

掛
、
バ
ノ
ラ
マ
館
等
々
の
余
興
が
あ
っ
た
。

十
一
月
『
作
品
集
一
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

本
年
中
天
草
友
雄
実
母
死
去
、
吉
田
清
次
郎
死
去
（
三

・
ニ
七
）
に
つ
き
弔

詞
と
香
霙
各
五
円
を
贈
る
。
寺
崎
広
業
の
実
父
（
六
・
ニ
七
）
死
去
、
藤
田
文

蔵
の
養
母
死
去
（
九

・
ニ
三
）
、

岡
田
三
郎
助
の
実
父
死
去
（
九

・
ニ
―
―
-
）
に
つ

き
生
花
各

一
対
贈
呈
。
卒
業
生
小
檜
山
右
近
（
七

・
一七
）
死
去
に
つ
き
弔
詞

を
贈
る
。
町
田
五
一
死
去

(
1
0
・
一四
）、
大
川
準
―
-＿
死
去
、
岡
田
三
郎
助

実
母
死
去

(
1
0
・
ニ
四
）
に
つ
き
香
奨
各
五
円
贈
呈
。

三

・
七

0
岡
田
秀
・

屋
代
鉄
―
―
-
•

黒
岩
倉
吉

・

津
田
信
夫
・

岩
村
透

・

千
頭
庸

哉
。
生
徒
部
委
員
は
0
沢
田
誠

一
郎
・

0
有
安
助
二
•

O
竹
内
友
吉
•

岡

雅
雄

・

伊
藤
貞
夫
・

後
藤
茂
啓
•

松
岡
輝
夫
・

坪
田
虎
太
郎
・

亀
山
克
己

郎

・
永
島
三
郎

・
常
木
新
蔵
。

： (0印
常
務
委
員
）
月
報
編
輯
委
員
は
久
米
桂
一
郎
・

岩
村
透

•

岡
田
秀
・

黒
岩
倉
吉
・

屋
代
鉄
―
―
-
•

西
村
喜
三
郎
・

石
島
文
太
郎
・

谷
斉
一
。

0
・
ニ
0

委
員
会
開
催
。
規
則
の

一
部
を
改
正
し
、
雑
誌
発
行
の
範
囲

を
拡
張
し
、
生
徒
の
会
毀
一
年
一
円
八
十
銭
を
二
円
に
改
め
る
。

本
校
設
置
紀
念
美
術
祭
挙
行
。

―
―
•

一
九

河
口
慧
海
に
よ
る
「
西
蔵
国
と
美
術
」
の
講
話
会
開
催
。

委
員
会
開
催
。
音
楽
部
新
設
を
議
決
（
和
田
英
作
に
一
任
）
。

本
年
中
関
盟
英
死
去
、
中
村
達
死
去
、
光
井
湛
常
死
去
に
つ
き
香
奨
各
五

円
と
弔
詞
を
贈
呈。

明
治
三
十
七
年羽

田
禎
之
進
応
召
に

つ
き
屋
代
欽
一―ー

・
玉
田
文
作
を
常
務
委
員
代

理
と
す
る
。

『西
蔵
品
図
録
』
を
発
行
。

四

・
一
五
よ
り
三
日
間
、
校
友
会
倶
楽
部
で
日
本
画
科
主
催
柚
兵
展
覧
会
開

催。
1
0
•

三

―
-

．
七

•

平
井
武
男
．

勝
尾
準
太
郎
・

木
村
第

1
0
•

五
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は

0
羽
田
禎
之
進
．

0
野
田
義
守
・
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玉
田
文
作
・

屋
代
欽
三
•

岡
田
秀

・

黒
岩
倉
吉
・

津
田
信
夫
・

辻
村
延
太

郎
・

和
田
英
作
•

海
野
美
盛
。
生
徒
部
委
員
は
0
牧
野
左
武
·

O
竹
内
定

吉

．
0
木
村
第
一
郎

・
高
木
左
直

・
室
野
琢
磨

・
武
藤
直

信

・
伊

藤

貞

夫
•

水
上
泰
生
・

有
田
四
郎
・

太
田
喜
二
郎
・

薄
拙
太
郎
・

野
田
昇
平
・

森
田
亀
之
助

•

森
垣
栄
．

勝
尾
準
太
郎
・

永
島
三
郎
・

岡
本
尚
市
。

(O

印
常
務
委
員
）

月
報
編
輯
委
員
は
久
米
桂
一
郎

・

岩
村
透
•

岡
田
秀
•

黒
岩
倉
吉
・

屋
代

欽
三
（
主
任
）
•

西
村
喜
三
郎
・

石
島
文
太
郎
。

1
0
・
一
四
職
員
部
委
員
を
八
名
よ
り
十
名
に
改
正
。

1
0
・
ニ
五
会
員
出
征
者
鈴
木
武
之
助

・
浅
野
勇
次
郎

・
飯
田
仁
三
郎
へ

傷
病
見
舞
状
発
送
。

―
―
•

四
よ
り
三
日
間

、

会
員
百
九
十
余
名
箱
根
地
方
へ
遠
足
旅
行
。

本
年
中
、
高
辻
武
死
去
（
一

・
一六
）、
松
園
石
水
死
去
（
九

・
七）
、
野
田
義

守
死
去
（
九

・
七
）
に
つ
き
香
霙
各
五
円
贈
呈
。
桑
原
陶
死
去
（
三

・
ニ
六
）
、

佐
伯
徳
介
死
去
（
四
•
五
）、

山
本
筍
一
死
去
（
四

・

一
七
）、

羽
生
道
也
戦
死

（八・

三
〇
於
遼
陽
）
に
つ
き
弔
詞
を
贈
呈
。

『
作
品
集
二
』
を
発
行
。

本
年
、

明
治
―――
十
八
年

三

・
九
出
征
会
員
十
九
名
へ
会
長
よ
り
慰
問
状
を
贈
る
。

三

．
―
一
講
話
会
開
催
。
大
村
西
崖
が
欧
州
漫
遊
所
見
に
つ
い
て
講
演
。

三

・
ニ
ニ
奉
天
の
会
戦
で
負
傷
し
た
会
員
頼
富
新
吉

・
玉
井
正
申

・
浅
野

勇
次
郎

・
有
元
轍
三
郎

・
大
智
恒
一
へ
見
舞
状
を
贈
る。

四

・
一
よ
り
七
日
間
、
本
会
主
催
位
兵
展
覧
会
開
催
。
純
益
金
を
陸
軍
省
へ

寄
贈
す
る
。

-
0
月
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
高
田
松
男

・

屋
代
鉄
三
•

O
島
田
佳

突
•

黒
岩
倉
吉
・

津
田
信
夫
・

和
田
英
作
・

岡
田
秀
•

海
野
美
盛
•

O
玉

田
文
作

・
岩
村
透
。
生
徒
部
委
員
は
吉
田
清
ニ

・
室
野
琢
磨

・
武

藤

直

信

・
三
橋
信
吉
．

0
水
上
泰
生

・
田
辺
至

・
渡
辺
乙
彦

・
太
田
喜
二
郎

・

0
平
井
武
男

・
大
槻
弐
雄

・
小
野
六
郎

・
和
田
嘉
平
次

・
小
倉
右
一
郎

・

仙
石
貫
造
・

岡
雅
雄
・

君
島
金
三
郎
．

0
木
村
第
一
郎
・

山
本
貞
治
•

井

上
大
次
郎

・
原
田
謹
次
郎
。

(
0印
常
務
委
員
）

岩
村
透
ら
二
十
数
名
が
音
楽
部
を
組
織
。

1
0
・
三
〇
よ
り
四
日
間
、
会
員
の
遠
足
運
動
会
と
し
て
伊
香
保
、
榛
名
、

妙
義
地
方
へ
旅
行
。

こ
の
年
、
後
藤
矩

一
戦
死
（
三
月
初
、
於
奉
天
）
、
木
村
良
吉
戦
死
（
三

・
九
、

同）
、

堀
内
喜

一
死
去
（
九
・

―――
i
-
)

に
つ
き
弔
詞
を
贈
呈
。
芳
賀
晋
三
死
去

（六

・
ニ
五
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
五
円
を
、
林
謙
死
去
(
-
―

・
ニ
九
）
に
つ

き
弔
詞
と
香
莫
三
円
を
贈
呈
。

明
治
三
十
九
年

四

・
ニ
三
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
会
員
江
良
剛
治

・
金
沢
悌
次
郎
へ
震

災
見
舞
状
を
発
送
。

六

・
ニ
第
二
講
義
室
で
音
楽
部
第
一
回
演
習
会
開
催
。

1
1
1•
―
―
―
―写
真
部
設
置
。

本
年
の
委
員
改
選
に
つ
い
て

は
記
録
な
し
。

本
年
中
、
江
沢
茂
信
死
去
に
つ
き
香
奨
三
円
贈
呈
。
氏
家
静
修
戦
死
認
定

（
三
十
八
年
三
月
、
於
奉
天
）
、

桃
沢
重
治
死
去
（
八

・
ニ
九）
、
前
田
耕
治
死
去

十
月
中
旬
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（
九
・

ニ
七
）、

浜
中
鉄
也
死
去
(
-
―

•

五
）
に
つ
き
弔
詞
贈
呈
。
伊
藤
雄
次
郎

死
去
（
九

•

五
）
に
つ
ぎ
弔
詞
と
香
莫
七
円
贈
呈
。
大
久
保
健
児
死
去
に
つ
き

香
典
五
円
贈
呈
。

本
年
中
、

『
美
術
祭
記
念
帖
』
、
本
校
校
舎
お
よ
び
各
教
室
絵
葉
書
、
『
日
本

名
画
百
撰
』
を
発
行
。

明
治
四
十
年文

学
部
設
置
（
部
長
大
村
西
崖
）
。

四

・
ニ
0

文
学
部
発
会
式
、
講
話
会
開
催
。
夏
目
漱
石
「
文
芸
の
哲
学
的

基
礎
」
、
上
田
敏
（
演
題
未
詳
）
。
詳
し
く
は

388
頁
参
照
。

1
0
•

五
運
動
部
に
ピ
ン
ボ
ン
部
を
設
置
。

十
月
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は

0
高
田
松
男
·

O
羽
田
禎
之
進
•

O
島

田
佳
突
・

屋
代
欽
三
•

海
野
美
盛
・

津
田
信
夫
•

石
井
吉
次
郎
・

長
原
孝

太
郎

・
黒
岩
倉
吉

・
白
浜
徴
。
生
徒
部
委
員
は

0
香
川
敬
事

・
0
鹿
毛
屋

蔵
·

O
広
瀬
尋
常
•

福
島
外
喜
雄
・

田
村
寛
二
郎

•

吉
田
清
ニ
・

萬
鉄
五

郎
・

山
口
亮
一
・

田
辺
至
・

入
谷
昇
・

小
野
六
郎

•

朝
蔭
円
次
郎

・

高
橋

昇
太
郎
・

飯
田
徳
三
郎

・

神
谷
甚
一
郎
・

山
下
貞
治
・

高
中
文
助
•

長
谷

川
源
太
郎

・
小
菅
敬
左
右
。

こ
の
年
、

本
年
中
、
向
井
繁
太
郎
死
去
（
五

・
八
）
に
つ
ぎ
香
莫
五
円
贈
呈
。
正
木
直
彦

の
兄
死
去
、
佐
野
長
吉
死
去

(1
O
・
10
)、
本
保
義
太
郎
死
去

(
1
0
・
1
 

八
、
於
パ
リ
）
に
つ
き
弔
詞
を
贈
呈
。

『
作
品
集
三
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

明
治
四
十
一
年

一月

三
月
『
作
品
集
四
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

四

・
ニ
三
生
徒
大
谷
浩
へ
月
報
編
輯
員
嘱
託
。

五
•

一
―
―
月
報
編
輯
員
中
溝
四
郎
辞
任
に
つ
き
岡
本
一
平
に
後
任
を
嘱

託。

六
•

六
文
学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
島
村
抱
月
「
文
芸
進
歩
の
方
向
」

、

佐
々
醒
雪
「
楽
屋
落
ち
の
文
芸
」
を
講
演
。

六
月
『
作
品
集
第
五
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

1
0
・
七
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
島
田
佳
突

・
高
田
松
男

・
屋
代
欽

三
・

羽
田
禎
之
進

•

石
井
吉
次
郎

•

海
野
美
盛

・

津
田
信
夫
・

長
原
孝
太

郎
・

白
浜
徴
•

黒
岩
倉
吉
。
生
徒
部
委
員
は
和
田
順
顕

・

小
川
正
雄
・

飯

田
徳
三
郎

・

今
尾
十
一
郎
•

福
島
外
喜
雄
・

土
橋
三
郎
•

吉
田
清
二
•

前

山
長
次
郎

・

萬
鉄
五
郎
・

山
口
亮
―
•

岡
本
一
平
・

安
部
然
・

入
谷
昇
・

津
村
央
喜

・

岩
崎
文
七
・

太
田
静
一
・

三
木
栄
•

吉
野
富
雄

・

我
妻
栄

吉。
1
0
・
―
二
委
員
会
開
催
。
互
選
に
よ
り
常
務
委
員
に
島
田
佳
突

・
高
田

松
男
・

羽
田
禎
之
進
•

吉
田
清
ニ

・

岡
本
一
平
・

飯
田
徳
三
郎
を
選
出
。

十
月
文
学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
戸
川
秋
骨
、
大
町
桂
月
が
講
演
（
演
題

未
詳
）
。

同
講
話
会
開
催
。
前
田
惹
雲
「
奈
良
平
安
朝
時
代
の
仏
教
と
美
術

と
の
関
係
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第
二
号
に
筆
記
掲
載
）
、

鈴
木
鼓
村
（
演
題
未
詳
）
の
講
演
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
年
、
同
講
話
会
に
前
田
黙
鳳
が
招
か
れ
、

「
漢
字
の
起
源
及
変
遷
」

（
上
記
月
報
に
筆
記
掲
載
あ
り
）
を
講
演
。

本
年
中
、
後
藤
茂
啓
死
去
（
四
十
年
十
月
三
十
日
）
、
橋
本
雅
邦
死
去
（
一
・
一

十
一
月
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三）
、
竹
内
定
吉
死
去
（
五

・
ニ
三
）
、
中
島
重
丸
死
去
（
五

・
―-）
、
田
中
重

次
郎
死
去
（
五

・
―-）
、
君
島
金
三
郎
死
去
（
五

・
I0
)、
遠
井
藤
太
郎
死
去

（六

・
ニ
四
）
に
つ
き
弔
詞
贈
呈
。
宇
都
宮
宰
造
死
去
(
+
月
）
、
小
柴
溶
四
郎

死
去
（
十
月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
各
五
円
を
贈
呈
。

明
治
四
十
二
年

一
・
ニ
三
月
報
の
「
卒
業
生
動
静
」
欄
を
詳
密
に
す
る
た
め
、
従
来
嘱
託

の
岡
田
秀
•

黒
岩
倉
吉
の
外
に
中
村
勝
治
郎

・

小
場
恒
吉

・

八
巻
於
菟

三

・
香
取
秀
治
郎

・
堀
井
政
吉
に
月
報
編
輯
員
を
嘱
託
。

四
月
文
学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
前
田
黙
鳳
（
演
題
未
詳
）
、

岩

野

泡

嗚

「
ペ
ソ
、
ペ
ン
シ
ル
及
び
毒
薬
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
八
巻
第

十
号
に
筆
記
掲
載
）
の
講
演
が
行
わ
れ
る
。

九
・
三
〇
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員

は
高
田
松
男

・

石
井
吉
次
郎

•

海
野

美
盛
・

屋
代
鉄
三
・

白
浜
徴

•

島
田
佳
突

・

津
田
信
夫
・

羽
田
禎
之
進
・

黒
岩
倉
吉

・
和
田
英
作

・
結
城
貞
松

・
菅
野
真
。
生
徒
部
委
員
は
清
島
長

次
•

青
山
扶

・

今
尾
十
一
郎
・

土
橋
三
郎

・

富
田
一
昭
・

野
木
定
次
郎
・

前
山
長
次
郎
・

三
国
久

・

山
口
亮
一
•

岡
本
一
平

•
田
辺
孝
次
・

加
藤
孝

三
・

和
田
秀
雄

・

小
川
正
雄

・

今
和
次
郎

・

広
川
松
五
郎
・

海
野
清

•

太

田
静
一
・

木
村
清

•

藤
芳
太
直

・
小
菅
敬
左
右
•

森
田
清
次
郎
。

『
作
品
集
第
六
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

委
員
会
。
互
選
に
よ
り
常
務
委
員
に
高
田
松
男

・
津
田
信
夫

・

羽
田
禎
之
進

・

土
橋
三
郎

・

岡
本
一
平

•

海
野
清
を
選
出
。

―一

・
一
四
＼
一
七
静
岡
県
下
江
尻
、
清
水
、
興
津
、
原
へ
遠
足
運
動
会

実
施
。

1
0
・七

九
月

校友会音学部主催山田耕作送別音楽会記念（明治43年 2月20日）

一
・
――
10

九

・
一
七

文
学
部

主
催
臨
時
講
話
会

五

・
七

任
嘱
託
。

本
年
中
、
瀕
戸
近
死
去
（
四
月
）
、
鷹
野
螢
死
去
（
六
月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫

各
五
円
を
贈
呈
。
増
尾
精
一
死
去
(
+
月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
奨
二
円
を
贈

呈
。
笠
井
弥

一
死
去
(
―
ニ

・
一
四
）
に
つ
き
弔
詞
を
呈
す
。

明
治
四
十
三
年

； 
文
学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
巌
谷
小
波

・
内
藤
鳴
雪
が
講
演

（
演
題
未
詳
）
。月

報
編
輯
員
大
谷
浩

•

岡
本
一
平
卒
業
に
つ
き
大
野
隆
徳
・
川

路
誠
（
柳
虹
）
へ
後

文
学
部
主

催
講
話
会
開
催
。

遠
藤
隆
吉
「
事
々

真
如
」
、
生

田

長

江
「
詩
歌
の
将
来
」

（
と
も
に

『
東
京
美

術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
八
巻
第
十
号

に
筆
記
掲
載
）
、

小

山
内
薫
（
演
題
未

詳
）
の
講
演
が
行

わ
れ
る
。
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開
催
。
寺
崎
広
業
が
「
清
国
漫
遊
談
」
を
講
演
。

九
月
『
作
品
集
第
七
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

1
0
・
―
―
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
結
城
貞
松

．
0
和
田
英
作

・
黒

岩
倉
吉

•

島
田
佳
突

・

石
田
英
一
・

津
田
信
夫

・

石
井
吉
次
郎

・

白
浜

徴
・

屋
代
欽
三
•

O
羽
田
禎
之
進
·

O
高
田
松
男

・

磯
野
富
之
助
。
生
徒

部
委
員
は
岡
村
栄

・
今
尾
十
一
郎

・
伊
藤
順
三

・O
小
森
二
郎

・
長
井
智

寛

・
中
村
弥
藤
治

・
野
木
定
次
郎

・
酒
井
栄
之

．
0
神
津
港
人

・
山
口
亮

一
・

加
藤
孝
三

•

田
辺
孝
次
・

和
田
秀
雄
・

今
和
次
郎
・

森
田
潔

•

藤
村

彦
四
郎

．
0
寺
嶋
恕

・
山
本
菊
一

・
香
川
源
四
郎

・
藤
芳
太
直

・
筑
瀬
由

太
郎

・
幕
谷
四
郎
。

(0
印
常
務
委
員
）

―
-

．
七

s
-
0
中
尊
寺
、
松
島
、
仙
台
へ
修
学
旅
行
実
施
。

本
年
中
、
船
田
船
岳
死
去
（
ニ

・
ニ
八
）
、
海
野
豊
太
郎
死
去
（
四
・

一
八
、
号

瑕
乗
。
勝
瑕
の
息
）
、
磯
矢
隆
之
死
去
（
七

・
一）
、
井
上
六
郎
死
去
（
七
月
）
、

寛
定
次
死
去
（
於
仏
国
）
、
朝
倉
静
麻
死
去
（
九
・
一
四
）
に
つ
き
弔
詞
を
呈

す
。
森
川
瑛
死
去
（
五
月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
三
円
を
、
山
田
清
死
去
（
七

月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
五
円
を
贈
呈
。

明
治
四
十
四
年

一
・
ニ
五

本
校
火
災
に
よ
り
校
友
会
庶
務
に
属
す
る
書
類
を
悉
く
焼
失
。

1
0
・
七

文

学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
後
藤
宙
外
「
自
然
と
作
家
」
、

馬

場
孤
蝶
「
青
年
の
権
威
」
、
松
居
松
葉
「
西
洋
芝
居
の
話
」
（
い
ず
れ
も
『
東

京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
巻
第
七
号
に
筆
記
掲
載
）
の
講
演
が
行
わ
れ

る。
1
0
・
―――― 

委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
0
桜
岡
三
四
郎

・O
羽
田
禎
之

一
月 進

·

O
高
田
松
男
・

結
城
貞
松

・

和
田
英
作
・

黒
岩
倉
吉

•

島
田
佳
突
・

石
田
英
一

・
石
井
吉
次
郎

・
白
浜
徴

・
屋
代
欽
三

・
磯
野
富
之
助
。
生
徒

部
委
員
は

0
田
辺
孝
次

．
0
藤
芳
太
直

・
内
田
他
治
郎

・
川
路
誠

・
立
野

甚
一

・
太
田
義

一
・
佐
藤
久
米

・
酒
井
栄
之

・
布
目
敏
行

・
浅
井
政
蔵

・

大
久
保
作
次
郎

・
小
糸
源
太
郎

・
小
室
順
吉

・
佐
瀬
芳
之
助

・
瀧
川
一

則
・

板
倉
勝
磨
・

専
頭
憲
太
郎

・

大
森
俊
治
・

西
村
敏
彦

・

酒
巻
洵
•

田

中
卓
爾

・
杉
浦
魁

・
幕
谷
四
郎
。

(
0印
常
務
委
員
）

本
年
中

、

中
島
英
二
郎
死
去
（
三
月
）、

藤
川
直
造
死
去

(
1
0•
三
）、

島
庄

吉
死
去
（
十
二
月
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
各
三
円
を
贈
呈
。
青
木
繁
死
去
（
三

・
ニ
五
）
、
平
子
尚
死
去
（
五

・
1
0、
号
鐸
嶺
）
、
中
溝
四
郎
死
去
（
七

・
一七）

に
つ
き
弔
詞
を
呈
す
。
内
藤
敬
三
郎
死
去
（
九
月
）
に
つ
ぎ
弔
詞
と
香
莫
五
円

を
、

小
林
辰
知
死
去
(
+
-

•

三
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
二
円
を
贈
呈
。

明
治
四
十
五
年
、
大
正
元
年

『
作
品
集
第
八
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

ニ

・
一
五
剣
道
、
柔
道
、
弓
術
部
員
の
寒
稽
古
賞
状
を
定
め
、
皆
勤
者
に

こ
れ
を
授
与
。

七

・
ニ
九
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
巻
第
十
号
は
「
第
百
号

紀
念
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
表
紙
及
び
口
絵
に
は
ア
ク
ロ
ボ
リ
ス
古

式
彫
像
写
真
が
用
い
ら
れ
、
左
記
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。

石
島

高
村

正
木
直
彦
「
校
友
会
雑
誌
第
百
号
」

久
米
桂
一
郎
「
ア
ク
ロ
ボ
リ
ス
の
古
式
彫
像
」

古
城
「
横
浜
よ
り
」

光
雲
「
高
橋
鳳
雲
の
半
面
」
（
談
話
筆
記
）
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な
に
は
さ
う
び
「
京
都
よ
り
」
（
詩
）

散
歩
派
の
一
人
「
無
題
」

山南
本

鶴 水
谷

西
村

河
辺

竹
内

正
夫
「
亜
米
利
加
の
話
」

「
百
づ
く
し
」

久

芳
川

石
川

香
取

流
外
「
美
の
説
」

光
明
「
暁
斎
と
是
真
」
（
談
話
筆
記
）

秀
真
「
や
ま
と
琴
」
（
短
歌
）

青
帰
「
思
ひ
出
」

松
処
「
後
凋
居
詩
紗
」
（
漢
詩
）

迂
倦
生
「
ぬ
き
が
き
」

水
島
爾
保
布
「
旅
よ
り
旅
」
（
短
歌
）

平
田
松
堂
「
一
言
百
題
」

屋
代
塊
江
「
雪
淵
二
律
」
（
漢
詩
）

二
「
校
友
会
月
報
百
号
紀
念
号
を
祝
い
は
ん
へ
り
て
」
（
短
歌
）

薫
造
「
ウ
ヰ
ソ
ゾ
ー
に
て
」

豊
「
わ
か
れ
路
」
（
短
歌
）

大
野
隆
徳
「
ボ
ス
ト

・
カ
ー
ヅ

・
ア
ル
バ
ム
よ
り
」

屋
代
堤
江
「
校
友
会
月
報
の
回
顧
」

三

郎
「
浅
草
の
夜
と
鼓
の
音
」
（
短
歌
）

た
、
か
生
「
私
」

あ
い
か
「
落
人
」
（
短
歌
）

じ
ご
ま
「
独
語
」

竹
本
吉
二
「
六
月
の
歌
」
（
短
歌
）

あ
い
か
「
小
曲
三
篇
」
（
詩
）

屋
代

堤
江
「
夏
十
首
」
（
短
歌
）

挿
図
に
は
黒
田
清
輝
筆
「
菊
」
、
寺
崎
広
業
筆
「
富
嶽
」
、
岡
田
三
郎
助

筆
「
百
日
紅
」
、
小
堀
鞘
音
筆
「
百
済
河
成
」
、

和
田
英
作
筆
「
薔
薇
」
、

福
井
江
亭
筆
「
鵜
」
、
藤
島
武
二
筆
「
紫
陽
花
」
、
岡
田
秋
嶺
筆
「
百
合

花
」
、
長
原
止
水
筆
漫
画
、
結
城
素
明
筆
「
ち
4

草」
、
鶴
田
機
水
筆
「
山

水
」
、

中
村
勝
治
郎
筆
「
猫
」
、

千
頭
庸
哉
筆
「
筑
波
山
中
男
女
川
」、
松

岡
映
丘
筆
「
牛
飼
」
、

岡
本
一
平
筆
「
獅
子
」
及
び
漫
画
三
点
等
が
掲
載

さ
れ
た
が
、

「
菊
」
、
「
猫
」
以
外
は
全
て
本
号
祝
賀
の
た
め
に
描
か
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
。

1
0
・
ニ
三
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
前
年
に
同
じ
。
生
徒
部
委
員
は

秋
本
一
郎

・
鴻
巣
善
蔵

・

太
田
義
一
・

寺
門
祐
之

・

根
岸
庄
助

•

吉
田
健

夫
・
小
糸
源
太
郎

・
小
松
喜
代
子
・

長
崎
了
恵

・

浅
井
政
蔵

•

清
水
外
三

郎
・
河
村
弘
・
林
健
市

・

浅
野
廉

•

藤
村
喜
四
郎
・

安
藤
喜
八
郎
・

大
森

俊
治
・
高
村
豊
周

・

中
村
保
太
郎
・

石
崎
誠
ニ
・

村
上
稲

•

田
中
卓
溺
．

中
村
義
守
。

―
-

．
七

託。

従
来
月
報
編
輯
に
尽
力
し
た
田
辺
孝
次
に
月
報
編
輯
員
を
嘱

十
一
月
現
在
月
報
編
輯
員
は
久
米
桂
一
郎

・

岩
村
透
•

岡
田
秀

・

中
村
勝
治

郎

・
黒
岩
淡
哉

・
小
場
恒
吉

・
八
巻
於
菟
三

・
香
取
秀
真

・
堀
井
政
吉

・

波
根
義
三

・
屋
代
鉄
三

・
川
路
誠

・
田
辺
孝
次
。

十
一
月
『
作
品
集
第
九
』
を
画
報
社
よ
り
発
行
。

本
年
中
、
大
坪
宗
一
死
去
（
一
月
）
、
橋
本
武
夫
死
去
（
三
月
）
に
つ
き
弔
詞
と

香
奨
各
四
円
を
贈
呈
。
引
田
八
蔵
死
去
（
二
月
）
、
吉
川
秀
一
死
去
（
五
月
）
に

つ
き
弔
詞
と
香
莫
各
二
円
を
贈
呈
。
土
橋
三
郎
死
去
（
三
・
ニ
六
）
、
柴
田
健
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西
洋
画
科

彫

刻

科

図

案

科

金

工

科

鋳

造

科

1
0
・
ニ
六
＼
二
九

日
本
画
科

七

委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
結
城
貞
松

・
和
田
英
作

・
黒

岩

倉

吉
•

島
田
佳
突

•

石
田
英
一
・

桜
岡
三
四
郎
・

石
井
吉
次
郎

・

白
浜
徴

・

合
田
清

・

屋
代
鉄
―
―
-
•

羽
田
禎
之
進

・

高
田
松
男

・

磯
野
富
之
助
、
生
徒

部
委
員
は
佐
々
木
義
政

・
鴻
巣
菩
蔵

・
太
田
義
一

・
富
田
賢
太
郎

・
――一宮

恒
•

吉
田
定
夫
・

小
糸
源
太
郎

・

山
田
誠
一
郎
・

長
崎
了
恵

・

浅
井
政

蔵
・

山
中
儀
太
郎

・

渡
辺
信
助
・

高
須
俊
彦
・

林
威
三

•

水
谷
慶
ニ
・
浅

野
廉

・

手
島
達
雄
・

高
村
豊
周

•

生
駒
弘

・

中
村
保
太
郎

・

神
庭
亮
三
・

村
上
桐
•

田
中
卓
爾
゜

五 次
郎
死
去
（
五

・
ニ
六
）
、
斯
波
義
辰
死
去

(
1
0
・ニ

三
）
に
つ

き
弔
詞
を
呈

す
。
林
美
雲
死
去
（
七

・
ニ
九
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
十
五
円
を
贈
呈。

大
正
二
年

三

・
ニ
0

『
作
品
集
』
編
纂
（
従
来
屋
代
鉄
三
に
嘱
託
）
は
第
十
一
巻
以
降

を
北
浦
大
介
に
嘱
託
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
・

一
六
月
報
編
輯
員
川
路
誠

•

田
辺
孝
次
卒
業
に
つ
ぎ
、
後
任
を
高
村

豊
周
に
嘱
託
。

水
泳
部
設
置
。

修
学
旅
行
実
施
。

長
野
県
上
林
温
泉
、
山
田
湿
泉
へ

〔元
〕

足
尾
よ
り
日
光
湯
本
へ

日
光
、
中
禅
寺
へ

箱
根
よ
り
乙
女
峠
を
越
え
御
殿
場
へ

妙
義
山
よ
り
伊
香
保
、
榛
名
へ

箱
根
旧
道
よ
り
湯
本
へ

ニ
・
一
四

部
修
飾
費
と
し
て
千
五
百
円
寄
附
の
件
等
決
議
。

文
学
部
主
催
文
芸
講
演
会
開
催
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
日
の

『
読
売
新
聞
』
に
予
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
十
四
日
午
後
一
時
か

ら
大
講
堂
で
開
催
す
る
こ
と
、
有
島
生
馬

鉄
也
「
自
由
芸
術
」
、
与
謝
野
寛
「
人
生
派
の
詩
」
、
梅
原
良
三
郎
「
バ
ル

ザ
ッ
ク
の
『
知
ら
れ
ぬ
傑
作
』
」
の
講
演
（
未
公
開
）
が
あ
る
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
水
谷
の
講
演
録
の
み
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十

四
巻
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四

・
ニ
四
委
員
改
選
。
職
員
部
委
員
は
結
城
貞
松

・
和
田
英
作

・
白
井
保

次
郎
•

島
田
佳
突

•

海
野
美
盛

・

桜
岡
一
二
四
郎・
石
井
吉
次
郎
・
白
浜

徴

・
合
田
清

・
屋
代
鉄
三

・
羽
田
禎
之
進

・
高
田
松
男

・
北
浦
大
介
。
生

徒
部
委
員
は
畑
保
之

・

星
川
清
雄

・

佐
々
木
義
政
・

鴻
巣
善
蔵

•

佐
藤
直

己
•

井
沢
龍
海
•

吉
田
健
夫

•

徳
田
多
助

•

宮
地
茂

•

福
原
全
秀
•
清
水

1
1•
四

銚
子
よ
り
利
根
川
を
糊
り
香
取
、
鹿
島
両
社
へ

香
取
神
社
よ
り
利
根
川
を
下
り
銚
子
、
木
更
津
へ

『
作
品
集
第
十
』
を
東
京
美
術
学
校
化
学
室
よ
り
発
行
。

本
年
中
、
石
川
光
明
死
去
（
七

・
――
10)、
岡
倉
覚
三
死
去
（
九

・
ニ
）
に
つ
き

生
花
各
一
対
贈
呈
。
安
部
―
二
太
郎
死
去
（
大
正
元
年
―
二

・I
0
)、
佐
野
左

司
馬
死
去
（
九

・
三
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
莫
各
二
円
贈
呈
。
小
川

正

雄

死

去

(
―
ニ

・
六
）
に
つ
き
弔
詞
を
呈
す
。

大
正
三
年

十
一
月

水
谷

委
員
会
開
催
。
体
育
部
の
中
に
相
撲
部
を
新
設
の
件
、
本
校
倶
楽

師

範

科

漆

工

科

「
七
ザ
ン
ヌ
の
建
設
」
、
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三
月

六
月

大
正
六
年

『
作
品
集
第
十
四
』
を
東
京
美
術
学
校
化
学
室
よ
り
発
行
。

『
作
品
集
第
十
五
』
を
同
室
よ
り
発
行
。

一月

『
作
品
集
第
十
二
』

よ
り
発
行
。

『
作
品
集
第
十
三
』
を
東
京
美
術
学
校
化
学
室

一
月

鈴
川状

況

屋
代

大
正
五
年

月

『
作
品
集
第
十
一
』
を
東
京
美
術
学
校
化
学
室
よ
り
発
行
。

彦
太
郎

・
山
中
儀
太
郎

・
長
塚
広
造

・
富
田
基
一

・
林

威

三

・
木

下

唯

親
・

塀
和
千
代
彦

・

高
村
豊
周

・

三
好
政
治

•

長
谷
川
広
・
神
田
義
富

．

神
庭
亮
三

・
村
上
稲
が
当
選
。

本
年
中
、
久
保
田
篤
敬
死
去
（
五

・
九
）
に
つ
き
弔
詞
を
呈
す
。
鶴
田
幾
太
郎

死
去
（
五
・
ニ
八
）
に
つ
き
弔
詞
と
香
霙
十
五
円
を
贈
呈。

大
正
四
年
（
本
年
よ
り
月
報
に
校
友
会
庶
務
報
告
が
掲
載
さ
れ
な
く
な
り
、

握
で
き
な
く
な
る
）
。

会
務
が
把

――

・
ニ
0

文
学
部
主
催
講
話
会
開
催
。
小
林
万
吾
「
ス
ペ
イ
ン
の
話
」
、

坂
井
犀
水
「
何
を
求
む
る
や
」
、

中
川
忠
順
「
ボ
ス
ト
ソ
博
物
館
蒐
蔵
の

日
本
画
の
価
値
」
、

三
宅
雪
嶺
「
無
題
」
の
講
演
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
講

演
録
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
四
巻
第
九
号
に
掲
載
さ
れ

こ。f
 

本
月
発
行
の
月
報
第
十
五
巻
第
七
号
よ
り
北
浦
大
介
が
実
質
上
の
編

集
主
任
と
な
る
。

一
月
屋
代
欽
三
の
後
任
と
し
て
北
浦
大
介
が
月
報
編
輯
主
任
と
な
る。

六

・
ニ
五
委
員
会
開
催
。
規
則
を
改
正
し、

今
後
卒
業
生
は
悉
く
特
別
会

員
（
会
費
不
要
。
希
望
者
の
み
に
月
報
を
販
売
）
と
す
る
こ
と
、
写
真
部
の
廃

止
等
を
決
定
。

九

月

月

報

主
任
の
職
が
廃
止
さ
れ
、
今
後
鈴
川
信
一
常
務
委
員
が
編
輯
を

総
括
監
督
し
、
田
辺
孝
次
が
編
輯
専
務
と
な
り
、
次
の
分
担
で
編
集
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

欽
三
（
同
庶
務
掛
）
学
校
近
事

足
立
芳
五
郎
（
同
会
計
掛
）
会
費
お
よ
び
会
計

北
浦
大
介
（
文
庫
掛
）
文
庫
お
よ
び
寄
贈
図
書
等

大
正
八
年

九

・
一
五
大
村
西
崖
の
慾
憑
に
よ
り
日
本
画
科
生
徒
を
中
心
と
す
る
詩
文

会
が
文
学
部
に
設
け
ら
れ
、
第
一
回
目
を
開
催
。
漢
詩
、
漢
文
の
勉
強
会

を
始
め
た
。

1
0
・
ニ
六
詩
文
会
主
催
講
話
会
を
講
堂
で
開
催
。
黒
木
欽
堂
「
落
款
題

賛
に
就
て
」、
滑
川
潅
如
「
支
那
文
房
具
説
」
の
講
演
が
あ
っ
た
。

大
正
七
年

信

一
（
本
校
教
務
掛
）
卒
業
生
お
よ
び
生
徒
動
静
、
校
友
会
各
部
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